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   A case of incomplete duplication of male urethra is reported. It was encountered in a 

26-years-old man. The accessory urethra begins at an orifice which is located dorsal to the 

normal urethral meatus and runs parallel to the normal urethra to terminate blindly near 

the pelvic floor. 

   The literature is in reviewed for cases of the double urethra and some aspects of the 

double urethra are discussed.

不 完 全 重 複 尿 道 は,1954年 に近 藤 賢 が 本 邦症

例 だ け で も215例 を集 め 得 て い る如 く,今 日で

は左程 珍 し い も ので は な い.最 近 私 は そ の1例

を経験 した が,こ れ は我 汝 の教 室 で は最 初 の症

例 で あ り,ま た不 完 全 と は言 いな が ら殆 ん ど正

常 尿道 の全長 に 達 す る長 い もの で あ るの で,こ

こに報 告 す る.

症 例

患者:26才 の男子,職 業 は会社員.

初診:昭 和33年1月6日.

家族歴及び既往歴:特 記すべ きものはない・

主訴=異 常外尿道 口の存在,

現 病歴:生 来亀頭中央 部に外尿 道 口とは別 に,や や

小さいが第二 の外尿道 口を思わ しめる開 ロ部の存在 に

気付いていた,し か し,排 尿時には正常位置にある尿

道 口のみか ら尿排出があ り,背 側のものか らの排尿は

全 くみ られていない.排 尿回数は正常で,尿 失禁はな

い.尚 射精 も同様に腹側 の正常外尿道 口か らのみ行わ

れ る.

現症:腹 部は平 坦で軟か く,視 診及び触診では異 常

を認めない.叉 鼠径 部及び膀 胱部 にも異 常はない.陰

茎は正常大 で異常奮曲はないが,亀 頭には正常外尿道

口の他 に,そ れ よ り正 中線上約1.5cm背 側 にも う

一つの外尿道 ロと思われるものが存在す る(第1図)・

ここか ら尿管 カテーテルを挿 入す ると,約11cmの

盲管である事が予想された.

陰嚢は外見正常で,左 右の睾丸及び副睾丸に も異常

所見はなかった.

膀胱鏡所見:膀 胱鏡は亀頭先端の正常外尿道 口か ら

容易に挿入出来た.膀 胱壁及び膀胱頸部には何 ら異常

を認 めなかった 。

レ線所見:経 静脈 腎孟 レ線像 では何 らの異常を認 め

なかった.

尿管の カテe一テルを挿入 した副尿 道のレ線像(第2

図)及 び 更に正常外尿道 ロから40%モ リョドール40cc

を注入 して得た尿道 レ線像(第3図)の 所見から,こ

の盲管は副尿道であ り,正 常尿道の背側を平行 に走っ

て,骨 盤底部附近に終つている事が判 明した.

診断:不 完全重複尿道

治療:患 者は尿道 口が2つ 存在す ると云 う以外何 の

苦痛 も訴 えていないので,こ れを放置す る事にした.

考 按

重 複 尿 道 に就 て は近藤 賢 が詳 細 な綜 説 を発 表

して い るか ら,こ こ に は重複 を避 け て,私 は主

と してそ の後 の諸 家 の報 告 を ま とめ て,本 症 に
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就 て二,三 の考 按 を試 み て見 よ う.

(1)男 子 の完 全重 複 尿 道 に 就 て は,1950年 に

GrossandMooreが19例 を集 め て報告 して い

るが.1957年 にWrennandMichieは そ の

後 のSlotkillandMercer(1953),Arnojd

andKaylor(1953)及 びFunfack(1953)の

各1例 に 自 己 の1症 例 を加 え て23例 の報 告 が あ

る と して い るが,そ れ に 近藤 賢 の症 例 を加 え る

と,現 今そ の報 告 総 数 は24例 と な る.

② 男 子 の不 完 全重 複 尿 道 に関 しては,そ の

報 告 例 を教 え る に は既 に余 りに多 い のが現 状 で

あ る。 その うち で約85,0/o以上 の もの は,副 尿道

が正 常 尿 道 の背 側 を走 る も ので あ る.こ の点 で

私 の症 例 は最 も普 通 の型 で あ るが,そ の長 さが

11cmに 及 ん だ と云 う点 で は や や珍 しい症 例

で あ る.本 邦 例 に就 て 見 る と,盲 管 の 長 さが

9cm.以 上 に 及 ん だ のは 尼 ク崎 の1例,志 賀

土 田 の2例 及 び 中内 ・藤i井の1例 で,総 数4

例 に す ぎ な い.

③ 重 複 尿道 に 関 して は,古 くはChauvin

(1927)の 分 類 が あ り,最 近 で は近 藤 賢 の分 類

が あ る.し か し,彼 等 の述 べ て い な い二,三 の

点 を拾 つ て 見 よ う.

(a)重 複膀胱に合併した重複尿道

SatterandMossman(1958)は 女子 に見

られ た1例 の 重 複 膀胱 兼 尿道 の 報 告 に 際 して,

そ れ が第12例 目で あ る事 を述 べ て い る.

(b)結 腸 ・膀 胱 ・尿道 の重 複

完 全重 複 尿道 は また 所 謂Hindgutdupli-

cation重 複 結 腸 に合 併 して見 られ る.Ravitch

(1953)は4才6ケ 月 の男 児 に見 られ た盲 腸 以

下 の結 腸 の重 複 に膀 胱 及 び尿 道 の重 複 を合 併 し

た1例 の報 告 の 際 に,こ の 様 な 崎形 は丈 献 に20

例 ある と述 べ て い る.そ の 後Bowie,Garvey,

BoyceandPantler(1954)が 報 告 して い る症

例 も この種 類 の もの で あ る.

(c)女 子の完全重複尿道

女子 尿道 は男子 の精 阜 以上 の 尿 道 にす ぎ な い

か ら,重 複 尿道 は極 め て稀 な もの で あ る.

1949年 にDeNicolaandMcCartneylま 女

子 の完 全 重複 尿 道 の1例 報 告 の際 に ・ そ の症 例

がDannreuther(1923)の1例 に次 い で の第

2例 で あ る こ と,及 び不 完 全重 複 尿 道 の4例 の

報 告 を数 え得 る事 を述 べ て い る.既 に 述 べ た

SatterandMossman(1958)の 症 例 も女 子 の

1例 で あ る.

(d)重 複 尿 道 の分 類 は,上 記 の もの を 入れ

て,次 の如 くす べ きで あ る.

1.男 子 の重 複 尿道

A.重 複 陰 茎 の もの

B.単 一 陰 茎 の もの

1)完 全重 複 尿 道

2)不 完 全 重 複 尿 道

2.女 子 の重 複 尿道

1)完 全重 複 尿道

2)不 完 全 重 複 尿道

2.複 雑 な碕 形 を合 併 す る もの

1)重 複 膀 胱 兼 重 複 尿 道

2)重 複 結 腸 ・膀 胱 ・尿 道(Hind

gutduplication)

結 語

(1)26才 男 子 に み られ た不 完 全 重 複 尿道 の1

例 を 報 告 した.副 尿道 は正 常 尿道 の背 側 を平 行

に 走 り,骨 盤 底部 附 近 で盲 管 に終 る も の で,全

長 約11cm.で あ つ た,

② 重 複 尿道 に関 して,近 藤 賢 の綜 説 に二,

三 の点 を補 足 した 。

稿を終 えるに当 り,本 報告 につ き終始御懇篤な る御

指導並び に御校閲を賜つた恩師楠教授 に深甚 なる謝意

を表 します.
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第2図

副尿道の レ線像,尿 管 カテーテル挿入

第1図

背側にある副尿道外ロよ り尿管 カテPテ ルを挿入 し

た ところ
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第3図

尿道 レ線像,副 尿道は正常尿道 と平行に走 り,骨 盤

底部附近で盲管に終つている




